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【立坑築造時の盤膨れの検討】

床掘りが行われ、下部に高い地下水位を持つ被圧地下水が存在する場合で、掘削面積が

広い場合に盤膨れの危険性があります。このような地盤が予測される場合は、ボーリング

調査時にケ－シング法を用いて地盤の透水性と被圧地下水位を調べることが必要です。
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参考図１．盤膨れの評価法

【立坑築造時のボイリングの検討】
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参考図２ 参考図３（推進立坑部代表断面）

参考図３の例では、下記の条件のもとで必要矢板根入れ長が求まります。

・掘削深度ＧＬ－７．０ｍ
・水頭差 ⊿ｈ＝５．５ｍ（ＧＬ－１．５ｍに自然地下水位を想定）
・砂質土層のγ’＝９（kN/m ）3

・水のγ ＝１０（kN/m ）ｗ
3

・安全率Ｆ ＝１．２ｓ

Ｆ ・γ ・⊿ｈ １．２×１０×５．５ｓ ｗ

ｄ＝ ＝ ＝３．７(m)
２γ’ ２×９

従って、矢板の全長は７．０＋３．７≒１１．０ｍ程度必要となります。
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